




目的 

前年度における研究の結果,電子スキャンによって胎児眼球運動の客観的な観察が可能で

あること,および,この観察系を基礎とした 1onguitudinal dataの解析を介して,胎児の眼

球運動の出現様式は周期性などの面において,胎齢に沿った特有のパターンを示すことが

明らかとなった。これらの所見を,さらに普遍化する目的で,今年度は多数例の

cross-sectionaldataを対象とし,種々の状況下における眼球運動の特徴をExternal check

の意味も兼ねて検討した。また,眼球運動の頻度を論じる場合の基本ともいえる運動単位を

設定すべく,新たな記述法についても考察を加えた。 


